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12(6) : 1-2､ (昭10)
3)浅海,朱城: ･兵庫県下に於て流行せる発疹
性熱性症､東京医寧課誌､ 59(2940) ‥ Ⅰら65(昭10) ･
4一)裸　　　: :一い.;&;.ttサLト�"'Tj-o l削†:'は月はI'llさ1!はい.




2(7) : 29､ (昭19)
7)林､漉　迫: Rickettsiosis　治療後に放ける
Rickettsiaの流血申出現可能性について(第1指)､
北里実験医車, 21 (2) : 201-207 O948)
･8)石　井(借) :昆虫と疾病,東京(昭23)
9)石　井(秦) :大村熱の本態､臨林と研究､
27 (8) ; 63､ (昭25)
10)岩　　E8 :最近観案した発疹熱c?x>数
例､日本臨林, 5 (9) : 35･-39､ (昭22)
ll)岩鶴､的場:淡輪熟(所謂2週間熱)に就
いて､臨体内科小児科､ 4-(1-1) : 3l一声2㍍い昭24)､
12)豊原､宮田､岡本:満州チアス病毒接種マ
ウスの諸臓器より,〟)･ツケ;?チア検軌こ就いて､細






臨林, 2 (ア) : 21.一29､ (昭19)
16) *　　　崎:発疹チフスの臨淋的観察､′島
本流体､ 5 (9) : 42-44, (昭22)
17)北　　岡:発疹チフス･発疹熱の簡易迅



















応との関係､公衆衛生車雑誌, 6 CO -:.･29､ (】949)
'25)-島屠＼川上:多糖額沈降反応による発疹チ











61 O-2) : 24-29､ (昭24)
･29)宮　　川:発疹チフスの疫学的方面,日




























































疹關の報昔,東京医事新誌, 3094 :･'l､ (昭13)
57)緒方､篠崎,北島:千乗市内の発疹熱及び
患者家屋にて捕獲せる家鼠よりの発疹熱病原蕗の検
抑こらいて,東京医事新誌､ 63 C3127) : 775-778
L(略14)
58)岡　`本:発疹チフスのマウスに於ける
実験､細菌学雑誌, 485 :平9 (昭11)
59)親　　鳥:長峰地方に於ける発疹熱症例
鶴,菖･､日本伝染病学会雑誌, 16(9) : 647､ (昭17)
40)太田原,六友田:琵琶本地方に散発する発疹
熱患者より分離したる1)ツケツチアに就いて(概要)







本医学会雑誌､ 12-C2) :､ 257､ (昭11)
45)穴　瓦　甲:余等の教室に於て分離したる
鼠累並に人釆1)ツケツチアの各種野物接屈託験､熊









っいて､日本伝染病学会雑誌､ 12(9) : 8甲､ (昭13)
47)山　　本`:ワイル､ 7エ1)ツクス反応私
過つで､綜合医学､ 7 CO : 44､ (昭25)
48)寺　　川･,植林医化学(Ⅰ)I 2阪,東京､
(昭如)
この調香研究のl部は､昭和?6年度文部賃料学試験研究費補助金の)部に依ったもので,此処に
記して謝意な表する｡
(昭26. 6. 25受付)~
